
に
就
職
活
動
を
経
験
し
た
の
で

す
が
、
ど
の
企
業
で
も
今
後
は

英
語
力
が
問
わ
れ
て
く
る
と
聞

き
、
も
っ
と
高
い
語
学
力
を
身

に
付
け
た
い
な
と
。
グ
ロ
ー
バ

ル
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ

て
海
外
で
学
ぶ
機
会
が
あ
る
の

も
魅
力
で
し
た
。

ナ
デ
ィ
ア　

日
本
の
技
術
水
準

の
高
さ
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と

が
動
機
で
す
。
日
本
語
を
学
び
、

そ
の
文
化
に
深
く
触
れ
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

ゴ
ー　

私
は
、ミ
ャ
ン
マ
ー
で
物

理
学
の
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
に
日
本
人
が
ノ
ー
ベ

ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
よ
う

に
、
物
理
学
の
分
野
で
も
高
い

レ
ベ
ル
に
あ
る
日
本
で
ぜ
ひ
学

ん
で
み
た
か
っ
た
の
で
す
。
留

学
生
の
受
け
入
れ
体
制
の
充
実

ぶ
り
に
も
満
足
し
て
い
ま
す
。

フ
ィ
ル
ダ　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
排
水
処
理
の
研
究
を
行
っ
て

お
り
、
日
本
の
上
下
水
道
の
技

術
は
と
て
も
高
い
と
感
じ
ま
す
。

講
義
や
普
段
の
生
活
を
通
し
て

水
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

太
田　

私
は
建
築
廃
材
か
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
研
究
室

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー

ス
で
は
研
究
室
と
同
じ
議
題
を

を
知
り
、
着
眼
点
の
違
い
に
気

づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

紀
平　

私
は
数
値
計
算
や
解
析

か
ら
太
陽
光
発
電
の
新
材
料
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
が
、授

業
を
通
し
て
実
際
に
太
陽
光
発

電
機
器
を
製
造
し
て
い
る
方
の

生
の
声
が
聞
け
、
今
後
の
研
究

に
も
大
い
に
役
立
ち
そ
う
で
す
。

ナ
デ
ィ
ア　

長
期
休
暇
に
は
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
行
く
予
定

で
す
。
京
都
の
企
業
で
薬
品
研

究
に
携
わ
る
の
で
す
が
、
将
来

的
に
も
大
好
き
な
日
本
で
、
研

究
者
と
し
て
活
躍
し
た
い
で
す
。

ゴ
ー　

私
も
将
来
は
、
日
本
で

研
究
者
と
し
て
頑
張
っ
て
み
た

い
の
で
、こ
の
コ
ー
ス
で
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
学
び
た
い
で
す
。

環
境
問
題
の
切
り
口
か
ら
、英
語

で
学
べ
る
点
が
面
白
い
で
す
ね
。

互
い
の
文
化
の
違
い
が

視
野
を
広
げ
る
き
っ
か
け
に
。

木
全　

留
学
生
の
方
々
と
一
緒
に

学
ぶ
中
で
皆
さ
ん
の
日
本
語
の

上
達
ぶ
り
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

自
分
も
見
習
わ
な
け
れ
ば
、と
。

ゴ
ー　

本
当
で
す
か
。
日
本
人

の
印
象
は
、シ
ャ
イ
か
な（
笑
）。

ナ
デ
ィ
ア　

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
行
う
の

が
一
般
的
で
す
が
、
日
本
人
の
皆

さ
ん
は
困
っ
て
い
た
ら
助
け
て
く

れ
る
の
で
親
切
で
す
。
勉
強
に

も
主
体
的
で
い
い
と
思
い
ま
す
。

フ
ィ
ル
ダ　

こ
こ
で
は
、
日
本

人
学
生
に
英
語
を
教
え
、
私
た

ち
は
日
本
語
を
学
ぶ
と
い
う
い

い
関
係
が
で
き
て
い
ま
す
。
授

業
で
は
自
動
車
の
I
T
技
術
の

話
を
聞
い
た
り
、地
学
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し
た
り
と
、

専
門
分
野
以
外
に
も
視
野
を
広

げ
ら
れ
て
刺
激
的
で
す
ね
。

太
田　

他
国
の
人
た
ち
と
英
語

で
議
論
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る

も
の
が
大
き
い
と
感
じ
ま
す
。

先
日
も
水
資
源
の
再
利
用
に
関

す
る
授
業
で
、
日
本
で
は
当
た

り
前
に
あ
る
、
手
洗
い
に
も
使

え
る
水
洗
ト
イ
レ
の
タ
ン
ク
に

留
学
生
が
着
目
し
て
い
る
こ
と

世
界
に
通
用
す
る
英
語
力
と

高
い
専
門
性
の
習
得
が
目
標
。

木
全　

私
が
グ
ロ
ー
バ
ル
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
を
専
攻

し
た
理
由
は
、
大
学
2
年
次
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
れ
た
際
、
な

か
な
か
会
話
が
で
き
ず
、
英
語

の
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
か
ら

で
し
た
。

紀
平　

私
も
英
語
力
向
上
が

目
的
で
す
ね
。
4
年
生
の
時

ひらけ！
授業の扉

「グローバル環境・エネルギーコース」は、岐阜大学
大学院工学研究科の「環境エネルギーシステム専攻」
内に、平成27年4月から新たに開設されたコースです。
優秀な海外からの留学生と日本人学生が在籍し、同
じ授業を英語のみで履修します。これは、工学部とし
て初の試みです。環境科学やエネルギーを中心とし
た工学研究科の最先端技術を修学する各種講義に加
え、留学生は日本国内の優良企業で、日本人学生は海
外で研修を行うグローバルインターンシップなどを開
講しています。なお、留学生には、授業料などの免除
や奨学金獲得支援など、最大限のバックアップ体制を
整備しています。今後は、課題にどうアプローチして
解決へと導くのかを学ぶ「デザイン教育」の視点から、
講義内容のさらなる拡充を図っていく計画です。

グローバル化する社会の実情に合
わせた教育が喫緊の課題だと捉え、
今回新たな試みとしてこのコースを
開設しました。工学部が輩出してき
た優秀なエンジニアが世界で活躍し
ていますが、その教え子が留学生と
してこのコースに参加するなど、実
現にあたっては、今まで岐阜大学が
培ってきた繋がりが生かされていま
す。授業では、日本人学生と留学生
が一緒に学ぶことで互いに刺激し合
い、相乗効果が得られています。こ
うして学び合う姿は、まさしく本来の
国際教育そのものです。専門性の高
い大学院において国際的な感覚を養
うことで、世界に貢献できる人材を
育成していきたいと考えています。

互いに刺激し合う本来の国際教育の中で
広い視野を持つグローバルリーダーを育てたい。

グローバル化推進室 室長インタビュー

大学院工学研究科 環境エネルギーシステム専攻「グローバル環境・エネルギーコース」

日本人学生と留学生が共に学び、
世界に通用する人材を育成。
平成27年4月、工学研究科の環境エネルギーシステム専攻の中に、

「グローバル環境・エネルギーコース」が新たに開設されました。
環境やエネルギーの問題などに関する講義をすべて英語で行うことで
グローバル化に対応し、高度な専門性を持った
人材の育成を目指しています。
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岐阜大学工学部
化学・生命工学科 物質化学コース
グローバル化推進室 室長

嶋 睦宏 教授

大学院工学研究科 環境エネルギーシステム専攻

グローバル環境・エネルギーコース
Global Environment and Energy Course
対象学生：博士前期課程1年（日本人学生、留学生）

太田 健太郎 さん

工学部
応用化学科 卒業

木全 勇太 さん

工学部
機械システム工学科 卒業

紀平 一真 さん

工学部
数理デザイン工学科 卒業

フィルダ フルカニ さん

インドネシア・アンダラス大学
化学部 卒業　

ゴー シャン ワイ さん

ミャンマー・ヤダナボン大学
物理学部 卒業

ヌル ナディア
ビンティ ジャスニ さん

マレーシア・マレーシア国民大学
化学部 卒業

国
ご
と
の
価
値
観
の
相
違
に
気
づ
き

自
己
成
長
を
肌
で
実
感
す
る
学
生
た
ち

日
本
人
学
生

&
留
学
生

座
談
会




